
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳ０ 実施計画書  

福井市長 様 

 

 私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関

する学習、教育及び活動を積極的に行い、環境にやさしい学校づくりと、生命や自然の

大切さを理解し、郷土を愛するモラルの高い児童の育成に取り組むための実施計画を作

成しましたので、福井市学校版ＩＳＯ認定制度による認定（又は認定の更新）を申し込

みます。 

 

                                                          平成２６年５月２１日 

                                                学  校  名 

                                                校長氏名 

福井市上文殊幼小学校  

畑 中  泉 

 

 

１ 目標(学校の約束） 

 ①上文殊地区の環境、地球環境について学習します。 

  ②こまめに電気を消すなど、学校で節電・節水に努めます。 

  ③地域と連携し、清掃活動やリサイクルに努めます。 

 

２ 取組内容 

  ①環境学習 

    ・地区内にある「田治島ビオトープ」や「文殊山」に行き、生息する動物や植物

   の観察をするとともに、上文殊の自然環境を守っている地域の方からお話を聞

   きます。 

 

  ②節電・節水の取組    

    ・環境美化委員会が中心となり、教室・特別教室・体育館を巡視し、電気をこま

   めに消したりしながら節電を呼びかけます。 

    ・雨水をためて、花壇の水やりに利用するようにします。 

 

 ③地域と連携して分別回収・清掃活動 

    ・アルミ缶や古紙の回収をＰＴＡや地域の方々と連携して実施します。また、事

   前にゴミの減量やReduce（リデュース）  Reuse（  リユース）  Recycle（リサイ

   クル）について学びます。 

    ・環境美会員が、ゴミの分別の仕方に関するゲームを企画し、ごみの分別を徹底

   します。 

    ・地区の体育大会や火祭りなどのイベントで、ゴミ分別のコーナーを設置し、啓

   発を図ります。 

 

★ＥＳＤポイント 

 ・①の「田治島ビオトープ探検」や「文殊山登山」では、周囲の環境や他の生き物

  と関わり合いながら生きていることを学び、生物多様性を理解する。 

  ・②の節電・節水の取組では、節電・節水パトロール隊を順番で行うことで、責任

  感を身につけ、主体的に取り組む。 

  ・③の資源回収では、資源は限られており、将来世代のために有用に使用しなけれ

  ばならないことを理解する。 

 



様式第２号

（提出日）平成２７年 １月２０日

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書

学校名 上文殊小学校
１ 今年度の目標（学校の約束）

①上文殊地区の環境、地球環境について学習します。

②こまめに電気をなど，学校で節電・節水に努めます

③地域と連携し、清掃活動やリサイクルに努めます。

２ 取組内容

①環境学習

・４月２５日、「親子ふるさとウォーク」で保護者と一緒に文殊山に登りました。小文殊

では、「日本タンポポ」と「西洋タンポポ」の違いを学習しました。また、１１月には、

楞厳寺の住職をお迎えし、「文殊山」にまつわる話や生息する動物、植物についてお聞

きしました。

小文殊でタンポポについての学習 文殊山についてのお話を聞く会

・５月に幼～３年生が、学校の近くにある「田治島ビオトープ」へ探検に出かけ、水生

生物や植物の観察を行い、ビオトープを守るための学習をしました。

②節電、節水への取組

・４～６年生の環境・美化委員会が中心となって、大休みや昼休みの時間帯の節電や水を



使う際の節水についての呼び掛けを行いました。また、南校舎１階にゴーヤの緑のカー

テンを作り、夏場の節電に取り組みました。

節水を呼びかけるポスター 緑のカーテン（ゴーヤ）

③地域と連携した分別回収、清掃活動

・地域のみんなと協力して、５月と１０月の年２回資源回収を行いました。また、環境・

美化委員会が中心となり、ふれあい集会でゴミの分別についてのゲームを行い、３Ｒ

（Reduce、Reuse、Recycle）について学習しました。

「燃

えないゴミ」・「缶」・「プラスティック」に分別しながらのゲーム

★ＥＳＤポイント

③の分別回収では、いろいろなゴミを友だちと相談しながら分別することで、集団や社会に

おける自分の発言や行動に責任をもち、自分の役割を理解するとともに、ものごとに主体

的に参加しようとする態度を身につけることができました。（進んで参加する態度）

【具体的効果】

①生活科や理科、総合的な学習の時間に地域の自然環境を学習することにより、自分た

３ ちの地区の恵まれた自然環境を大切にし、自分たちの手で守っていこうという心が育

ってきています。

見 ②児童がパトロール隊を順番に行い呼び掛けを行うことで、節電・節水に対する意識が

育ってきています。

③資源回収、ゴミの分別を行うことで、３Ｒ運動が地域住民にも定着し、協力する家庭

直 が多くなってきました。

【改善点】

し ・学校での取り組みを、学校だよりやＨＰ等でお知らせし、家庭や地域でも上文殊地区

の恵まれた環境を維持していこうという意識を高めていきたい。

・本年度の活動を見直し、単発的でなく、年間を通して継続して取り組めるような活動

について児童とともに考え、活動を進めていくようにしていきたい。


